
 

 

5 月としては記録的暑さが続出し、猛暑の備えが必要な季節となりました。熱中症に注意、警戒が必

要です。自発的に汗をかいて暑さに体を慣らす暑熱順化（しょねつじゅんか）が推奨されていますが、

他にも熱中症予防のために忘れてはいけない対策を確認しましょう。 

 

 

※ 応急手当をして症状が改善した場合でも、翌日までは経過を観察して安静に過ごす。 

茨 城 県 立 竹 園 高 校 

保 健 厚 生 部 

令 5 年 5 月 2 2 日 

涼しい場所に移動する 氷水などで体を冷やし体温を下げる 

水分・塩分を補給する 意識がない・症状が改善しないときは救急車を呼ぶ 

熱中症が疑われるときの応急手当 


